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第２条（目的）
本会は、アルコール検知器の

技術や品質の向上、ならびにア
ルコール検知器の普及啓発に
よって業界の地位の向上を図る。
本会は、関係官庁、各団体と

の連携と会員相互の協調を通じ
て、アルコールの過剰摂取や短
時間での大量摂取等に代表され
る飲酒問題や自動車等の飲酒運
転の根絶に寄与することを目的
とする。本会は、営利を目的と
しない組織である。

アルコール検知器協議会とは



業務委員会の役割
会則 第３条（活動内容） 業務

委員会
技術
委員会

（１）アルコール検知器の利用と活用に係る普及および啓発。 ○
（２）アルコール検知器の技術・品質向上のための調査研究。 ○

（３）アルコール検知器および飲酒運転防止に関連する法令の周知および広報。 ○
（４）アルコール検知器に関連する行政機関との連絡、協議。 ○ ○

（５）アルコール検知器や飲酒の専門知識を用いた道路交通安全の促進および普及。 ○
（６）アルコール検知技術や交通安全政策に関する国際交流。 ○ ○

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連する行政機関および各団体等との連携。 ○
（８）その他、会の目的を達成するために必要な活動。 ○ ○
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2020年の組織と機関
総会

会長
副会長

幹事会 運営
執行機関

議決機関

事務局

技術委員会 業務委員会

監事
会計監査

委員長
東海電子(株)
杉本 哲也

副委員長 （株）
テレニシ 東野 蔵

委員長
光明理化学工業(株)

畑 慎一

副委員長
（株）ヤナコ計測 上西律善



2020年度（2020年4月～2021年3月）

第1期

2015-2017

第2期

2018-2020

第3期

2021-2023



 2018年度は、
外部検定スタート、新WEB＆運営IT化、
JIS化検討着手

2018-2020

 2019年度は、
外部検定の広報、認知活動の本格化
JIS化可否判断

 2020年度は、
J-BACの意義と検定が認知され、
JIS活動具体化

NEW
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【2018年4月の総会資料 2018-2020中期活動計画より】



2018-2020活動計画
会則 活動内容

１年目 ２年目 ３年目

２０１８ ２０１９ ２０２０

（１）検知器の利用と活用に係る普及と啓発

啓発資料のウェブ拡充

検知器業界・市場情報のウェブ拡充

新検定の広報とウェブ拡充

（２）アルコール検知器の技術・品質向上の
ための調査研究。

外部検定の定着、規格の拡充

海外規格の動向調査

JIS化の可否調査

（３）アルコール検知器および飲酒運転防止
に関連する法令の周知および広報。 現行法令、刑罰の整理とウェブ拡充

（４）アルコール検知器に関連する行政機関
との連絡、協議。

未接触各業界団体への認知活動

国土交通省プラン2020「飲酒運転根絶」

経産省 呼気試験機分科会との連絡、協議

（５）アルコール検知器や飲酒の専門知識を
用いた道路交通安全の促進および普及。

アルコール検知器を使った、協議会ならではの
教育開発プログラム（協議会認定インストラクター）

（６）アルコール検知技術や交通安全政策に
関する国際交流。

海外の飲酒運転交通政策調査とウェブ拡充

飲酒問題シンポジウム調査（T2025開催へ向けて）

海外の検定機関の調査（訪問か招聘）

（７）アルコール健康障害対策基本法に関連
する行政機関および各団体等との連携。

各都道府県の飲酒運転防止条例、アルコール健康障害
対策プログラムへの提言

（８）その他、会の目的を達成するために必
要な活動。 J-BACのITシステム化、WEB充実化

7【2018年4月の総会資料 2018-2020中期活動計画より】
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2020年度 業務委員会 単年度 仮決算
（2021.0224時点）
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業務委員会 活動内容 予算金額 実績
1-1 Webサイト管理費（16,200円×12ヶ月） 199,400円 199,400円
1-2 Webサイト改修（コンテンツ拡張） 50,000円 50,000円
1-3 全日本安全協会HPバナー広告 349,920円 349,920円

1-4
展示会出展費用
・NASVA安全マネージメントセミナー 40,000円
・日本バス協会 50,000円
・交通システムEXPO 0円

90,000円 0円

1-5 ジェルパッチ 50,000円 0円
1-6 発送運賃等（展示会等使用備品） 30,000円 0円
1-7 名刺/ポスター等印刷物 100,000円 ０円

合計 869,320円 599,320円



2020年度 業務委員会 体制図
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Web広報班

境委員

8名

官公庁団体等

坂口委員

7名

展示会班

西村委員

8名

教育実施班

森田委員

5名

海外班

ブライアン委員

1名

委員長 杉本 副委員長 東野



2020年度 業務委員会 開催
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会議体 開催日 東京 大阪
定時総会 4月16日 実施

第1回 2020年７月14日
https://j-

bac.org/files/for_member/gyoum
u/gijiroku/2020/files20200717100

347.pdf

合同委員会
（上期） 2020年10月14日 実施

https://j-
bac.org/files/for_member/gyo
umu/gijiroku/2020/files20201

016112250.pdf

合同委員会
（下期） 2021年2月24日 実施

 コロナ禍ゆえ、2019年度より開催数を減らし、3回とし、
かつウェブ開催を主とした。

 各作業班ごとに、活動結果を、合同委員会にて報告を行った。

議事録は会員ページに掲載。技術委員も閲覧可能。
https://j-bac.org/members_only/gyoumu/

https://j-bac.org/files/for_member/gyoumu/gijiroku/2020/files20200717100347.pdf
https://j-bac.org/files/for_member/gyoumu/gijiroku/2020/files20201016112250.pdf
https://j-bac.org/members_only/gyoumu/


官公庁班の2020度 活動

◇国交省系
 自動車局 コロナがらみ
 トラック協会 コロナがらみ、点呼がらみ

◇その他業界団体系
 義歯安定剤連絡会
 JCCLS（ISO/TC272）



官公庁班による行政との対話



全日本交通安全協会

白ナンバー系の広報として、全日本交通安全協会へバナー広告掲載中

ウェブIT班の解析報告によれば、本バナーからの流入（効果）が確認されている。

業務委員会 活動内容 予算金額

1-1 Webサイト管理費（16,200円×12ヶ
月） 199,400円

1-2 Webサイト改修（コンテンツ拡張） 50,000円

1-3 全日本安全協会HPバナー広告 349,920円

1-4

展示会出展費用
・NASVA安全マネージメントセミナー
40,000円
・日本バス協会 50,000円
・交通システムEXPO 0円

90,000円

1-5 ジェルパッチ 50,000円

1-6 発送運賃等（展示会等使用備品） 30,000円

1-7 名刺/ポスター等印刷物 100,000円

合計 869,320円



展示会班 2020 活動報告
業務委員会 活動内容 予算金額

1-1 Webサイト管理費（16,200円×12ヶ
月） 199,400円

1-2 Webサイト改修（コンテンツ拡張） 50,000円

1-3 全日本安全協会HPバナー広告 349,920円

1-4

展示会出展費用
・NASVA安全マネージメントセミナー
40,000円
・日本バス協会 50,000円
・交通システムEXPO 0円

90,000円

1-5 ジェルパッチ 50,000円

1-6 発送運賃等（展示会等使用備品） 30,000円

1-7 名刺/ポスター等印刷物 100,000円

合計 869,320円

コロナ禍ゆえ、軒並みイベント中止か、
バーチャル的な開催
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J-BACの認知度向上、検知器の普及啓発のた
め、「飲酒問題」「アルコール検知」等関連
講習の依頼があれば、積極的に応じて、実績
を積み上げてゆく。

教育班 教育活動による広報

2020度
 コロナ禍により、昨年あった北海道等 軒並み中止。
 教材をウェブ対応用に若干修正し、一度試験的にウェブセミナー開催したい。
 が、一般消費者の集客方法に懸念あり・・・



ウェブ・IT班
業務委員会 活動内容 予算金額

1-1 Webサイト管理費（16,200円×12ヶ
月） 199,400円

1-2 Webサイト改修（コンテンツ拡張） 50,000円

1-3 全日本安全協会HPバナー広告 349,920円

1-4

展示会出展費用
・NASVA安全マネージメントセミナー
40,000円
・日本バス協会 50,000円
・交通システムEXPO 0円

90,000円

1-5 ジェルパッチ 50,000円

1-6 発送運賃等（展示会等使用備品） 30,000円

1-7 名刺/ポスター等印刷物 100,000円

合計 869,320円

 ウェブサイト 新着 8件（目標30件）
 3ヶ月ごとのアクセス解析レポート（4回）



海外班
（他国の飲酒問題政策や海外メーカー動向)
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米国アルコール検知メーカー ライフロック社の
コロナウィルスと呼気アルコール検知器媒介可能性の研究



2020年度（バス・タクシー・トラック）
酒気帯びの有無の確認において使用するアルコール検知器については、 こ
まめに除菌 することや車両に備えられている携帯型アルコール検知器 を活
用する等複数の検知器を使用すること等により感染防止を徹底する。

酒気帯びの有無の確認において使用するアルコール検知器につい
ては、 こまめに除菌することや車両に備えられている携帯型アル
コール検知器 を活用する等複数の検知器を使用すること等により
感染防止を徹底する。アルコール検知器の除菌にあたっては、誤
検知を防ぐため、アルコール検知器協議会の作成したチラシを活
用する等複数の検知器を使用すること等により感染防止を徹底
する。

酒気帯びの有無の確認において使用するアルコール検知器につい
ては、 こまめに除菌4することや携帯型アルコール検知器を活用す
る等複数の検 知器を使用すること等により感染防止を徹底する。



国土交通省自動車局メールマガジン 事業用自動車安全通信より、
義務化前と後の飲酒運転件数を算出
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2020年度 トラック飲酒運転

2020年5月
トラック業界で飲酒運
転増加傾向。

国土交通省がトラック
協会に、異例の警告。



航空業界

アルコール検知ケース、不利益処分の公表 ドローンの操縦時は、飲酒禁止



海運・船舶
(2020年4月1日～）

船員法 航海当直基準の変更
アルコール検査要領の明示



2,522件
（-308件）

警察いねーだろ… タクシー代きついなあ…
ウチすぐソコだし…

この時間だったら…
今までつかまったことねーし…

2020年度
飲酒運転違反
事故件数

○令和2年交通死亡事故の発生状況及び道路交通法違反取締り状況等につ
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027458&cycle=7&year=20200&month=0
=0

○令2年中の交通事故の発生状況
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027457&cycle=7&year=20200&month=0

このくらいなら・・

2020年 飲酒運転者

１５９件
（-17件）

22,458件

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027458&cycle=7&year=20190&month=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027458&cycle=7&year=20190&month=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00130002&tstat=000001027457&cycle=7&year=20200&month=0


会員のみなさま、コロナ禍の中、

１年間、ご協力有り難うございました。
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